
 

 

 

 

 

 

日  時 平成 24 年 6 月 12 日（火） 

13:00 ～ 16:00 [開場・受付 12:00～13:00] 

場  所 札幌パークホテル 
       地下２階 パークプラザ（札幌市中央区南 10 条西 3丁目） 

定  員 400 名(入場無料) 

なお、分科会の定員は、各 200 名とさせていただきます。 

主 催 / 北海道、中国黒竜江省人民政府、一般財団法人地域社会ライフプラン協会 

後 援 / 北海道日中友好協会、中国駐札幌総領事館、独立行政法人国際協力機構、北海道市長会、北海道町村会 

日中国交正常化４０周年記念 北海道フォーラム 

～市民交流の拡大を目指して～ 

北海道は、本年の日中国交正常化 40 周年を記念して、次のとおり「日中国交正常化４０周年記念北海道フォ

ーラム」を開催します。これまでの中国との交流が様々な分野にわたって積み重ねられてきている中、今後の市

民レベルでの交流のあり方を皆様と考え、さらなる人的ネットワークの充実や地域間交流の拡大につなげてまい

りたいと考えていますので、多くの道民の皆様の参加をお待ちしております。 

ＭＡＰ

【プログラム】 
13:00～ 主催者挨拶 北海道知事 高橋 はるみ  

13:10～  基 調 講 演 駐日中国特命全権大使 程 永華（てい えいか） 

14:10～ パネルディスカッション 

  ◆第１分科会 

    テーマ：つなぐ ～ 日中関係における地域間の市民交流 ～  

・パネリスト： ○北海道大学観光学高等研究センター センター長 石森 秀三（いしもり しゅうぞう） 

 ○(株)ｸﾘｴｲﾃｨﾌﾞｵﾌｨｽｷｭｰ 代表取締役副社長/ﾌﾟﾛﾃﾞｭｰｻｰ 鈴井 亜由美（すずい あゆみ） 

 ○ハルビン師範大学教授（国際合作交流処副処長） 王  琪（おう き） 

 ○(株)北海道チャイナワーク 代表取締役社長 張  相律（ちょう そうりつ） 

・聴き手： 札幌大学孔子学院 副学院長 高瀬 奈津子（たかせ なつこ） 

・内 容：北海道においても、農林水産業分野の技術交流をはじめ様々な分野にわたって中国との交流

が推し進められてきています。有識者、民間、団体等幅広い分野の国際交流実践者による意

見交換を通じて、今後の市民交流のあり方を検討するとともに、地域の魅力を相互に発信し、

今後の一層の交流を推進します。 

  ◆第２分科会 

    テーマ：むすぶ ～ 日中交流とシニア災害ボランティア ～  

・挨 拶： 一般財団法人地域社会ライフプラン協会 常務理事 廿日岩 信次（はつかいわ しんじ）

・パネリスト： ○(財)北海道国際交流センター 事務局長 池田 誠（いけだ まこと） 

 ○(特活)多文化共生マネージャー全国協議会事務局長 時   光（とき ひかる） 

 ○奥尻島津波語りべ隊 奥尻町住民課長補佐 長崎 武巳（ながさき たけみ） 

 ○北海道地域防災マスター 山田 輝昭（やまだ てるあき） 

・聴き手： (有)ボイスオブサッポロ 代表取締役 橋本 登代子（はしもと とよこ） 

・内 容：近年、日中両国で大規模災害が相次いで発生し、双方でボランティアのあり方が注目される

なか、両地域での体験の紹介、課題の指摘、今後のボランティア活動の展開やネットワーク

の構築について意見交換し、とりわけ、注目されているシニアの役割に焦点を当てながら、

今後の災害ボランティアの相互交流を展望します。 

(敬 称 略)



 

 

【基調講演】 駐日本中華人民共和国特命全権大使 程 永華 
中国吉林省出身。 
創価大学に留学後、1977 年駐日本大使館勤務。2000 年アジア局副局長、2003 年駐日公使、2006 年駐マレーシア大
使を経て、2008 年駐韓国大使を務められ、2010 年から現職。日本語に堪能な知日家。 

 

【第１分科会】 【第２分科会】 

石森 秀三 北海道大学観光学高等研究センター センター長 
兵庫県出身。甲南大学経済学部卒業。ニュージーランド・オークランド大
学大学院に留学後、京都大学人文科学研究所研究員、国立民族学博物館文
化資源研究センター長などを経て、2006 年から現職。 
●20 年前に 2010 年代のアジアにおける観光ビッグバンを予測し、観光交
流の活発化を提唱。観光魅力の宝島としての北海道の未来を展望。 
 

 
鈴井 亜由美 

(株)クリエイティブオフィスキュー 
代表取締役副社長/プロデューサー 

小樽市出身。鈴井貴之監督作品『man-hole』『river』や TEAM NACS 全国公
演「LOOSER～失い続けてしまうアルバム」以降の作品等でプロデューサー
として采配を振るう。 
●食・観光・地域産品等、北海道の魅力をエンターテイメントを通じて全
国、アジアに伝えたいという思いから企画した映画『しあわせのパン』が
大ヒット上映中。 

 
王 琪 ハルビン師範大学 教授（国際合作交流処副処長）

中国黒竜江省出身。1999年に道の国際交流員として1年間北海道に暮らす。
現在は、北海道と友好交流を結ぶ黒竜江省にあるハルビン師範大学にて教
鞭を執るかたわら、国際協力交流処の副処長を務める。 
●北海道在住の経験を踏まえ、ハルビン師範大学と姉妹提携を結ぶ北海道
教育大学との学生交流の取組を展開中。 

 
張 相律 (株)北海道チャイナワーク 代表取締役社長 
中国黒竜江省出身。1995 年北海道大学大学院に入学。1999 年、中国と北海
道との架け橋となることを目指して北海道チャイナワークを設立。中国旅行、通
訳翻訳、語学研修、外国語人材紹介等の業務を中心に、北海道企業と中国企
業とのビジネスコンサルティングも行う。 
●中国の変化を北海道に伝えるとともに、北海道を第 2 の故郷として、宝島北
海道の空気や水、観光資源の魅力を中国に発信。 

 

池田 誠 (財)北海道国際交流センター 事務局長 
函館市出身。(株)JTB の勤務後、ニュージーランドでグリーンツーリズム
を学び、2 年間、新得町の農場で暮らす。現在、外務省 NGO 相談員、ESD-J
理事、北海道アフリカネットワーク代表。 
●2011 年、JICE 友好交流基金「四川省へのボランティア交流事業」団長
として参加。東日本大震災被災地に携わった日本のボランティアととも
に、中日友好協会や四川省ボランティアとの意見交換を実施。 

時 光 (特活)多文化共生マネージャー全国協議会 事務局長 
中国遼寧省出身。全国市町村国際文化研修所(JIAM))勤務を経て、2012 年
から現職。 
●新潟県中越沖地震や東日本大震災の災害時多言語支援センターで被災
した外国人住民への支援活動に携わる。被災地現場における外国人支援
や災害ボランティアのあり方について在住外国人の視点から各方面に紹
介。 

長崎 武巳 奥尻島津波語りべ隊 奥尻町住民課長補佐 
奥尻町出身。1993 年北海道南西沖地震の際、奥尻町役場福祉課の職員と
してボランティアの受入れを担当。 
●奥尻島の防災対策や復興の取組について「語る・見る・学ぶ」体験を
島内外に広く伝えるため、今年 4 月、被災体験や復興に関する専門知識
を有する島民による「奥尻島津波語りべ隊」を結成。 

山田 輝昭 北海道地域防災マスター 
紋別市出身。海上自衛隊を退官後、赤十字救急法指導員として救急・防
災普及活動に従事。旭川市地区赤十字防災ボランティア会を発足。防災
士。 
●消防や市町村等で防災業務を経験してきたシニアが地域の防災活動の
中心となる道の「地域防災マスター」に登録し、研修講師（防災、救急、
災害支援）を務めるなど地域防災に向けた活動を展開中。 
 

 
 

 

高瀬 奈津子 札幌大学孔子学院 副学院長 
千葉県出身。明治大学大学院文学研究科史学専攻修了。博士（史学）。 
●中国語と中国文化の教育を通じて、日中の相互理解と友好関係を促進
し、相互発展への貢献を目的とする道内唯一の孔子学院において、中国文
化講座を担当。 

 

橋本 登代子 (有)ボイスオブサッポロ 代表取締役 
大分県出身。1976 年 STV 札幌テレビ放送株式会社入社。1988 年 退社。
1989 年フリー活動に入り、ボイスオブサッポロ設立。  
●北海道内各局の番組に出演の他、シンポジウムのコーディネーター、
司会、対談、講演会、話し方教室やマナーセミナーなど幅広く展開。 

 

●参加申込方法● 

下記の申込書に必要事項をご記入の上、FAX にて事前にお申し込みください。メール・はがきでも受け付けています。

【申込・お問い合わせ】北海道総合政策部知事室国際課 〒060-8588 札幌市中央区北３条西６丁目 

電話：011-204-5114 FAX：011-232-4303 E-mail：somu.kokusai1@pref.hokkaido.lg.jp 

URL：http://www.pref.hokkaido.lg.jp/ss/tsk/index.htm 

【申込締切】平成２４年６月５日（火） 

日中国交正常化４０周年記念 北海道フォーラム 参加申込書 

住所 〒 

氏 名 職 業 
出席する講演・分科会に○を記入してください(分科会は、いずれかを選択)

基調講演 13:10～  

   第１分科会 14:10～  

第２分科会 14:10～  

   第１分科会 14:10～  

第２分科会 14:10～  

TEL  FAX  

FAX：011-232-4303 北海道総合政策部知事室国際課国際交流グループ宛 
 

パネリスト 

聴き手 

プロフィール 


